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生涯研 修プロ グラム　生殖 ・内分泌
ク リニ カル デ ィベ ート　「挙児希望 の な い 月 経 異 常に 排 卵誘発剤 を使 うべ きか ？」積 極 派 vs 慎重派

1）積極派

山口大学 田 村 博 史

　視床下部
一
下垂体

一
卵巣系の 内分泌 シ ス テ ム の 円

滑な働 きが排卵 や周期的な月経 には必要である．

若年者におい て は，年齢，体重，運動，ス トレス

など種々 の 要因に起因する排卵障害が不整周期，

稀発月経 ， 続発性無月経とい っ た月経周期の 異常

を引 き起こすこ とが多 い ．こ の よ うな症例で は，

排卵 障害の 原因 を把握 する の みならず，その 障害

部位や障害の 程度を十分 に把握 し病態を理解す る

こ とが治療法の 選択に は必要であ り，治療の 最終

目的で あ る 月経周期の 回復に 向けて 病態に応 じた

治療をすすめ る こ とが重要で ある．

　今回は，若年者にお い て 高難度な月経異常で あ

る体重減少 に 関連 した無月経症例を取 りあげ当科

の 管理 を紹介する．第 2度無 月経症例に は，まず

カ ウ フ マ ン療法 （3〜6 周期）を行うが
， 適宜ク ロ

ミ フ ェ ン によ る排卵誘発を試み ， 中枢機能の 回復

を評価 しなが らカ ウ フ マ ン 療 法 を行 う．ク ロ ミ

フ ェ ン に反応するように なればク ロ ミフ ェ ン を継

続して，そ の 後，減量 ・中止へ 進め る．第 1度無

月経症例に は積極的 にク ロ ミ フ ェ ン 療法を行 う。

なお，こ れ らの 症例 には体重回復 を原則 と して 行

い ，体重減少が著 しい 場合は，適宜治療法を検討

する こ とは い うまで もな い ．

　月経異常に対する治療の 最終的なゴ ール は視床

下 部一下垂体一卵巣系の 回復によ る規則的な排卵周

期の 確立 で ある ．カ ウ フ マ ン療法だ けで は月経周

期の 回復が困難な症例 が多 く，カウ フ マ ン療法に

加えて ク ロ ミ フ ェ ン に よる排卵誘発剤を積極的に

使用す るこ とで 中枢機能の 回復の 評価と月経周期

の 回復が 期待で きる．

2）慎重派

東京医科歯科大学 原 田 竜 也

　月経周期異常 に は，その 程度に より無月経か ら

無排卵性周期症，希発 月経まで あるが，その 原 因

は視床下部性 ・下垂体性の 月経異常や多嚢胞性卵

巣症候群の ほかに，高プロ ラ クチ ン血症 ・甲状腺

機能異常 ・副腎機能異常 な どの疾 患 も考 えられ

る．後者に挙げ られる基礎疾患に よる もの につ い

て は ， 挙児希望の 有無 に限 らずその 疾患の 治療が

第
一選択 となる．

　産婦人科診療 ガ イ ドラ イ ン 婦人科外来編 2011

（CQ304）に よる と
， 挙児希望 の な い 月経周期異常

に対 して はホル ム ス トル ム 療法 また は カ ウ フ マ ン

療法を行うこ とを推奨 して い る．その ため基本的

な治療方法とし て はホ ル ム ス トル ム 療法または カ

ウ フ マ ン 療法とい うこ とになる が ， 短期 間の 排卵

誘発剤使用 はひ とつ の 選択肢 として挙げ られて い

る ．本疾患に対す る排卵誘発剤と し て は
， 内服薬

で ある ク ロ ミ フ ェ ンお よび シ ク ロ フ ェ ニ ル が考え

られ る．

　ク ロ ミ フ ェ ン療法に よる排卵率は高い もの の ，
一部の症例 におい て は効果がみ られない 場合 もあ

る．一
方で薬剤効果が強 くで る症例で は卵巣過剰

刺激症候群に よる腹痛 ・腹部膨満感 ・悪心など医

原性 ともい うべ き副作用が出現する．さらにク ロ

ミ フ ェ ン に は子宮内膜 を菲薄化する作用 があ り，

月経を起こす 目的の ひ とつ で ある子宮内膜萎縮 の

防止に反する．シク ロ フ ェ ニ ル は ク ロ ミ フ ェ ン と

異な り内膜菲薄をきたす こ とは ない もの の ，その

有効率は ク ロ ミ フ ェ ン よ り低 く第
一

度無月経 に対

して は 40％ 程度で，月経を惹起す る とい う本来の

目的が果たせ な くなる可能性 もあ る．

　ホル ム ス トル ム 療法 また はカ ウ フ マ ン療法が，

確実に月経を起 こさせ る こ とが可能で排卵誘発剤

と比べ 不正出血 の 頻度 も低 い こ と を考える と，挙

児希望 の な い 月経周期異常 に対す る排卵誘発剤 の

使用に は慎重で あるべ きと考える．
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